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一
　
凡
例
は
、「
校
訂
　
金
剛
般
若
経
集
験
記
（
五
）」（「
大
東
文
化
大
学
紀
要
」〈
人
文
科
学
〉）
第
五
十
五
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
同
じ
。

12
　
李
丘
一

（
本
文
）

揚
州
高
郵
［
音
尤
］
縣
丞
李
丘
一
、
萬
歲
通
天
元
年
二
月
二
十
九
日
卒
。
得
重
病
便
亡
。
初
死
之
時
、
有
兩
人
來
追
、
云
我
姓
叚
、
不
道
名
字
。
直
言
王
追
。
不
許
蹔
住
。

于
時
同
被
追
者
、
五
百
餘
人
、
男
皆
著
枷
、
女
皆
反
縛
。
並
驅
向
前
。
行
可
數
里
、
有
一
人
乘
白
馬
朱
衣
、
手
執
弓
箭
、
高
聲
唱
言
。「
丘
一
難
追
。
何
不
與
枷
著
。」
丘
一

卽
諮
叚
使
。「
祖
父
五
品
、
身
又
任
官
、
不
合
著
枷
。」
所
言
未
畢
、
忽
然
遍
身
咸
被
鎖
之
。
莫
知
其
由
。
更
行
十
餘
里
、
見
大
槐
數
十
樹
。
一
一
樹
下
有
一
馬
槽
。
卽
問
叚

使
。「
此
是
何
處
。」
報
言
。「
五
道
大
神
。
錄
人
間
狀
。
於
此
歇
馬
。」
丘
一
聞
此
、
方
始
知
死
。
被
勸
前
行
、
遂
到
王
門
。
見
一
人
抱
案
。
容
色
忩
遽
。
語
叚
使
曰
。「
王
遣
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追
人
、
何
意
遲
晚
。」
叚
使
更
不
敢
語
。
卽
將
丘
一
分
何
案
主
。
語
丘
一
言
。「
此
人
姓
焦
、
名
策
。
是
公
本
案
主
。
可
隨
見
王
。」

焦
策
卽
領
見
王
。
王
見
丘
一
來
、
瞋
責
云
。「
李
釋
言
聚
會
親
族
、
殺
他
生
命
、
以
爲
歡
樂
。
不
知
慙
愧
。」
所
稱
釋
言
、
乃
是
丘
一
小
字
。
須
臾
卽
見
所
殺
畜
生
、
咸
作

人
語
。「
某
乙
等
今
追
怨
家
來
到
。
大
王
、
若
爲
處
分
。」
焦
都
卽
前
諮
王
。「
李
釋
言
今
未
合
死
。
緣
所
被
殺
者
、
欲
急
配
生
處
、
所
以
追
對
。」
王
自
問
曰
。「
你
平
生
巳

來
、
作
何
福
業
。
誦
持
最
勝
第
一
經
以
否
。」
丘
一
憶
生
時
不
作
功
德
、
唯
放
鷹
犬
。
忽
憶
往
造
一
卷
金
剛
般
若
經
。
王
聞
金
剛
般
若
經
、
卽
起
合
掌
。
喚
釋●

言
上
階
。
冥
中

喚
般
若
經
名
最
勝
第
一
功
德
經
。
語
畜
生
云
。「
你
且
向
後
。」
喚
焦
策
來
。
可
領
向
經
藏
處
看
驗
。
其
王
廳
側
、
有
一
處
所
。
看
無
邊
畔
。
中
有
一
殿
、
七
寶
莊
嚴
。
令
丘

一
上
殿
。
於
藏
中
抽
取
一
卷
經
、
開
看
、
乃
是
丘
一
所
寫
之
經
。
更
撿●

得
請
僧
疏
一
張
、
是
丘
一
寫
書
處
。
問
焦
都
云
。「
生
平
亦
數
造
功
德
、
何
因
唯
見
兩
處
。」「
公
當

官
、
非
法
取
錢
、
欺
抑
貧
弱
。
此
是
不
淨
之
物
。
所
修
功
德
、
自
資
本
主
。
不
忤
公
事
。」
領
迴
見
王
、
王
問
所
寫
經
是
實
不
。
可
喚
畜
生
來
、
善
言
辭
謝
。
但
許
爲
造
經
。

此
終
不
留
。
少
間
、
所
殺
畜
生
、
一
時
同
到
見
王
。
王
遣
丘
一
、
爲
造
般
若
經
言
託
。
其
畜
生
並
散
去
。
王
言
。「
此
功
德
無
盡
。」
語
焦
策
可
卽
放
還
。
更
莫
留
住
。

送
出
城
門
之
外
、
再
三
把
丘
一
手
。「
焦
策
盡
力
相
爲
只
得
。」
丘
一
許
乞
策
錢
三
百
貫
。「
家
中
唯
有
爾
許
、
有
時
實
不
敢
惜
。」
策
報
丘
一
言
。「
縱
乞
萬
貫
、
終
是
無

益
。
乞
公
爲
策
造
般
若
經
二
十
部
。」
丘
一
便
卽
許
諾
。
又
云
。「
策
雖
冥
吏
、
極
受
辛
苦
。
若
無
福
助
、
難
以
託
生
。
公
努
力
相
爲
寫
經
、
幸
莫
滯
策
生
路
。」

遂
更
前
行
、
策
指
示
一
處
。
下
看
、
深
而
且
黑
、
拒
不
肯
入
。
策
推
之
落
黑
坑
中
。
驚
怕
眼
開
、
乃
在
棺
內
。
困
而
久
不
能
語
。
聞
男
女
哭
聲
、
細
細
聲
報
云
。「
莫
哭
。

我
今
得
活
。」
丘
一
婦
弟
獨
孤
愔
、
爲
閏
州
參
軍
事
。
知
三
月
四
日
欲
殯
、
所
以
故
來
看
殯
。
雖
聞
語
聲
、
不
許
開
棺
而
視
、
云
是
「
起
屍
之
鬼
」。
亦
不
須
近
。
男
女
不
用

舅
語
、
遂
卽
開
棺
。
丘
一
微
得
動
身
、
出
棺
。
三
日
具
說
冥
事
。
至
三
月
八
日
、
家
中
大
小
咸
捨
衣
物
、
及
所
有
料
錢
、
請
僧
轉
金
剛
般
若
經
。
爲
一
切
怨
對
造
一
百
卷
。

爲
焦
都
寫
二
十
卷
。
未
了
。
至
一
夜
、
有
人
打
門
、
報
云
是
焦
策
。
丘
一
卽
令
報
云
。「
正
寫
欲
了
。
必
不
孤
負
、
何
忍
更
來
。」
策
云
。「
請
報
李
丞
。
亦
無
別
事
、
蒙
公
爲

策
造
經
、
巳
放
託
生
、
故
來
告
別
。」
揚
州
長
吏
學
懷
遠
、
知
丘
一
再
活
、
喚
問
冥
事
。
具
錄
奏
聞
。
奉
恩
勑
加
階
賜
五
品
。
遣
於
嘉
州
道
招
尉
乘
驛
。
從
梓
州
過
時
熱
、
就

姚
待
亭
子
取
凉
、
親
爲
待
說
。
并
留
手
書
一
本
。

（
校
異
）

釋
（
改
意
）
─
繹

撿
（
高
・
日
）
─
檢

（
大
意
）

揚
州
、
高
郵
県
丞
で
あ
る
李
丘
一
は
、
万
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
年
）
二
月
二
十
九
日
に
死
亡
し
た
。
重
い
病
を
患
っ
て
死
ん
だ
。
死
ん
だ
ば
か
り
の
時
、
二
人
（
の
追

っ
手
）
が
追
っ
て
き
た
。
自
分
の
姓
を
述
べ
な
か
っ
た
。
王
（
閻
羅
王
）
は
捕
ら
え
ろ
と
、
面
と
向
か
っ
て
言
っ
た
。
少
し
の
猶
予
も
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
同
じ
く
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捕
ら
え
ら
れ
た
者
が
五
百
人
あ
ま
り
い
て
、
男
は
み
な
枷
を
つ
け
て
い
て
、
女
は
み
な
両
手
を
後
ろ
に
縛
ら
れ
て
い
た
。
二
列
に
並
べ
、
前
に
進
ん
で
い
っ
た
。
数
里
進
ん

だ
と
こ
ろ
、
赤
い
服
を
き
た
白
馬
に
乗
っ
て
い
る
人
が
一
人
い
て
、
手
に
弓
矢
を
も
っ
て
、
大
声
で
唱
え
言
っ
た
。「
李
丘
一
は
な
か
な
か
捕
ら
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
枷
を
つ

け
さ
せ
な
い
の
だ
。」
李
丘
一
は
す
ぐ
さ
ま
叚
と
名
乗
っ
た
使
者
に
相
談
し
た
。「
祖
父
は
五
品
の
官
人
で
あ
り
、
自
身
も
官
職
に
つ
い
て
い
た
の
で
、
枷
を
つ
け
る
の
は
そ

ぐ
わ
な
い
。」
そ
の
こ
と
ば
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
突
然
全
身
す
べ
て
が
鎖
に
つ
な
が
れ
た
。
そ
の
理
由
を
知
ら
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
十
余
里
進
む
と
、
大
き
な
槐
樹
数
十
本
が
見
え
た
。
一
本
一
本
の
木
の
下
に
馬
槽
が
一
つ
あ
っ
た
。（
李
丘
一
は
）
す
ぐ
さ
ま
叚
と
い
う
使
者
に
た
ず
ね
た
。「
こ

こ
は
ど
こ
か
。」（
使
者
は
）
答
え
て
言
っ
た
。「
五
道
大
神
で
あ
る
。
人
間
界
の
状
況
（
様
子
）
を
記
録
す
る
。
こ
こ
で
馬
を
休
ま
せ
て
い
る
。」
李
丘
一
は
こ
れ
を
聞
き
、

（
そ
れ
で
）
初
め
て
死
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
も
っ
と
）
前
に
進
む
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
つ
い
に
王
門
に
た
ど
り
着
い
た
。
案
（
厚
い
書
類
）
を
抱
え
た
一
人
を
見
た
。

と
て
も
急
い
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。
叚
と
い
う
使
者
に
語
っ
て
言
っ
た
。「
王
に
遣
わ
さ
れ
、
人
を
捕
ら
え
に
行
っ
た
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
遅
く
な
っ
た
か
。」
叚
と
い
う

使
者
は
こ
れ
以
上
な
に
も
い
え
な
か
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
李
丘
一
を
誰
か
担
当
（
者
）
に
振
り
分
け
た
。（
叚
は
）
李
丘
一
に
一
言
語
っ
た
。「
こ
の
人
は
焦
と
い
う
姓
で
、
名

は
策
で
あ
る
。
こ
の
案
件
の
担
当
だ
。
つ
い
て
い
け
ば
（
閻
羅
）
王
に
会
え
る
。」

焦
策
は
す
ぐ
に
李
丘
一
を
引
き
連
れ
て
（
閻
羅
）
王
に
会
わ
せ
た
。（
閻
羅
）
王
は
李
丘
一
が
来
る
の
を
見
て
、
怒
っ
て
責
め
て
言
っ
た
。「
李
釈
言
は
親
族
と
集
ま
り
、

殺
生
し
、
そ
れ
を
歓
楽
と
し
た
。
慙
愧
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。」
こ
の
釈
言
と
称
さ
れ
た
の
が
、
丘
一
の
幼
名
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
す
ぐ
、
そ
の
殺
さ
れ
た
畜

生
が
み
な
人
の
よ
う
に
喋
る
の
を
見
た
。「
我
ら
が
追
い
求
め
た
敵
が
、
今
こ
こ
に
到
来
し
た
。
王
様
、
処
分
を
い
か
が
致
し
ま
す
か
。」
焦
策
は
な
お
す
ぐ
に
前
に
出
て
（
閻

羅
）
王
に
諮
っ
た
。「
李
釈
言
は
、
ま
だ
死
ぬ
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
は
殺
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
急
い
で
生
ま
れ
る
所
を
采
配
し
て
欲
し
い
が
故
に
、（
李
釈
言
を
）
追
っ

て
（
こ
こ
で
）
突
き
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。」

王
は
自
ら
尋
ね
て
言
っ
た
。「
汝
は
生
来
こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
福
業
を
し
た
か
。『
最
勝
第
一
経
』
を
読
誦
し
な
か
っ
た
か
。」
李
丘
一
は
生
き
て
い
る
間
、
功
徳
は
作
ら
な

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
た
。
た
だ
た
だ
、
鷹
や
犬
を
放
っ
て
い
た
。
突
然
、
過
去
に
一
巻
の
『
金
剛
般
若
経
』
を
作
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。（
閻
羅
）
王
は
『
金
剛
般
若

経
』
だ
と
聞
き
、
す
ぐ
さ
ま
合
掌
し
た
。
李
釈
言
を
上
階
に
呼
ん
だ
。「
冥
府
の
中
で
は
『
金
剛
般
若
経
』
の
名
を
『
最
勝
第
一
功
徳
経
』
と
呼
ん
で
い
る
。」
畜
生
に
語
っ

て
言
っ
た
。「
汝
は
し
ば
し
、
後
ろ
に
下
が
っ
て
い
な
さ
い
。」
焦
策
を
呼
ん
で
来
さ
せ
た
。
経
蔵
所
に
連
れ
て
行
き
、
検
証
さ
せ
た
。

そ
の
王
の
広
間
の
横
に
、
あ
る
一
つ
の
場
所
が
あ
っ
た
。
周
辺
に
は
境
目
が
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
は
御
殿
が
一
つ
あ
り
、
七
宝
で
厳
か
に
飾
り
立
て
ら
れ
て
い
た
。
李

丘
一
を
御
殿
に
上
が
ら
せ
た
。
蔵
の
中
か
ら
一
巻
の
お
経
を
取
り
出
し
、
開
け
て
み
る
と
、（
そ
れ
は
）
李
丘
一
が
書
い
た
お
経
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
僧
に
請
う
た
お
経
の

注
釈
書
一
枚
を
拾
い
得
た
。
こ
れ
も
李
丘
一
の
書
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。（
李
丘
一
は
焦
策
に
）
尋
ね
る
と
、
さ
ら
に
焦
策
が
言
っ
た
。「
生
来
い
く
つ
か
功
徳
も
作
っ
た

が
、
な
ぜ
か
二
カ
所
し
か
見
え
な
い
。
公
（
李
丘
一
）
が
官
職
に
就
い
て
い
た
時
、
非
法
に
お
金
を
と
っ
た
り
、
貧
困
者
や
弱
者
を
欺
し
た
り
抑
制
し
た
り
し
た
。
こ
れ
は

不
浄
な
も
の
だ
。（
し
か
し
）
修
め
た
功
德
は
、
け
っ
き
ょ
く
自
分
に
資
す
る
も
の
だ
。
公
務
に
逆
ら
う
な
。」
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（
閻
羅
）
王
の
と
こ
ろ
に
連
れ
戻
し
、（
閻
羅
）
王
が
そ
の
お
経
を
書
い
た
こ
と
が
本
当
か
ど
う
か
を
聞
い
た
。
畜
生
を
読
ん
で
来
さ
せ
て
、
よ
い
言
葉
で
謝
罪
さ
せ
る
こ

と
を
良
し
と
し
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
た
め
の
お
経
を
作
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。
こ
こ
に
は
こ
れ
以
上
引
き
留
め
な
か
っ
た
。
少
し
経
っ
て
か
ら
、
そ
の
殺
さ
れ
た
畜
生

た
ち
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
一
遍
に
王
に
謁
見
し
に
来
た
。
王
は
李
丘
一
を
遣
わ
し
、
彼
ら
の
た
め
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
作
ら
せ
る
と
い
う
言
葉
を
託
し
た
。
そ
の
畜
生

た
ち
は
同
時
に
散
り
去
っ
た
。
王
は
言
っ
た
。「
こ
の
功
徳
は
無
尽
で
あ
る
。」
と
。
焦
策
に
す
ぐ
さ
ま
話
し
て
、
帰
し
て
い
い
と
語
っ
た
。
こ
れ
以
上
引
き
留
め
る
な
、
と
。

城
門
の
外
に
送
り
出
し
た
ら
、（
焦
策
は
）
再
三
、
李
丘
一
の
手
を
引
っ
張
っ
た
。「（
わ
た
し
）
焦
策
は
、
李
丘
一
の
た
め
に
尽
力
し
て
、
何
を
得
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。」

李
丘
一
は
三
百
貫
の
銭
を
用
意
す
る
の
で
許
し
を
請
う
た
。「
家
中
に
は
わ
ず
か
な
も
の
し
か
な
い
が
、
こ
の
際
、
惜
し
ん
で
い
ら
れ
な
い
。」

焦
策
は
李
丘
一
に
返
事
し
て
言
っ
た
。「
た
と
え
万
貫
（
の
銭
）
を
与
え
ら
れ
て
も
、
つ
い
に
は
無
益
と
な
る
。
公
は
焦
策
の
た
め
に
お
経
を
二
十
部
作
っ
て
く
れ
な
い
だ

ろ
う
か
」。
李
丘
一
は
す
ぐ
さ
ま
許
諾
し
た
。（
焦
策
は
）
ま
た
言
っ
た
。「
わ
た
く
し
焦
策
は
冥
府
の
遣
い
だ
が
、
大
変
な
苦
労
を
う
け
て
い
る
。
福
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、

な
か
な
か
生
ま
れ
に
行
け
な
い
（
転
生
で
き
な
い
）。
公
が
努
力
し
て
、
焦
策
の
た
め
に
お
経
を
書
い
て
く
れ
た
ら
、
幸
い
に
も
焦
策
の
生
路
は
滞
ら
せ
な
い
。」

つ
い
に
、
さ
ら
に
前
に
進
ん
で
、
焦
策
が
一
カ
所
を
指
示
し
た
。
下
を
見
る
と
、
深
く
か
つ
黒
か
っ
た
の
で
、
入
り
た
く
な
い
と
拒
ん
だ
。
焦
策
は
李
丘
一
を
押
し
て
黒

い
穴
に
落
と
し
た
。
驚
き
怖
が
っ
て
目
を
開
い
た
ら
、
棺
の
な
か
に
い
た
。
久
し
く
閉
じ
込
め
ら
れ
、
喋
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
男
女
の
泣
き
声
を
聞
く
と
、
細
々
と

し
た
声
を
返
し
て
言
っ
た
。「
泣
か
な
い
で
お
く
れ
。
私
は
（
い
ま
）
生
き
て
い
る
。」

李
丘
一
の
妻
の
弟
、
独
孤
愔
が
閏
州
参
軍
事
に
就
い
て
い
た
。
三
月
四
日
に
棺
を
墓
地
へ
運
ぶ
（
埋
葬
す
る
）
こ
と
を
知
り
、
故
に
殯
（
も
が
り
）
を
見
舞
い
に
き
た
。

話
し
声
が
聞
こ
え
た
が
、
棺
を
開
け
て
み
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、（
周
囲
は
こ
れ
を
）「
起
屍
之
鬼
」（
起
屍
鬼
）
だ
と
言
う
。
近
寄
る
こ
と
も
許
さ
な
か
っ
た
。
男
女
は
独
孤

愔
（
舅
：
妻
の
兄
弟
）
の
言
葉
を
聞
か
ず
、
つ
い
す
ぐ
さ
ま
棺
を
開
け
て
し
ま
っ
た
。
李
丘
一
は
わ
ず
か
に
体
を
動
か
し
、
棺
を
出
た
。
三
日
間
の
冥
府
で
の
出
来
事
を
つ

ぶ
さ
に
語
っ
た
。
三
月
八
日
に
至
り
、
家
中
の
大
小
す
べ
て
の
も
の
や
衣
服
、
及
び
す
べ
て
の
お
金
を
は
た
い
て
、
僧
侶
に
お
願
い
し
て
『
金
剛
般
若
経
』
を
転
写
し
て
も

ら
っ
た
。
一
切
の
怨
念
に
対
し
て
、
百
巻
の
『
金
剛
般
若
経
』
を
作
っ
た
。
焦
策
の
た
め
に
、
さ
ら
に
二
十
巻
を
書
い
た
。
ま
だ
書
き
終
わ
ら
な
い
あ
る
夜
（
に
至
り
）、
あ

る
人
が
門
を
叩
き
、
焦
策
だ
と
報
じ
て
言
っ
た
。
李
丘
一
は
、
す
ぐ
に
返
し
て
言
っ
た
。「（
今
）
ま
さ
に
書
き
終
わ
る
と
こ
ろ
だ
。
絶
対
裏
切
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
（
忍
ん

で
）
ま
た
き
た
の
だ
。」
焦
策
は
言
っ
た
。「
李
丘
一
様
に
報
じ
て
願
い
た
い
。
特
に
何
か
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
公
が
焦
策
の
た
め
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
作
っ
た
お

か
げ
で
、
す
で
に
放
さ
れ
、
転
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
故
に
、
告
別
を
言
い
に
来
た
。」
揚
州
の
長
吏
で
あ
る
学
懐
遠
が
、
李
丘
一
が
再
び
生
き
返
っ
た
こ
と
を
知

り
、
呼
ん
で
冥
界
の
こ
と
を
聞
い
た
。
つ
ぶ
さ
に
聞
い
た
話
を
記
録
し
（
皇
帝
に
）
報
告
し
た
。
皇
帝
の
命
令
を
う
け
、
階
級
を
上
げ
ら
れ
、
五
品
を
授
か
っ
た
。
嘉
州
、

道
招
尉
乗
駅
に
遣
わ
さ
れ
た
。
梓
州
を
通
っ
た
際
、
暑
さ
か
ら
姚
待
の
あ
ず
ま
や
で
涼
み
を
と
っ
た
時
、
自
ら
姚
待
に
語
っ
た
。
並
び
に
手
書
き
の
一
冊
を
残
し
た
。
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（
本
文
）

贊
曰
、
猗
與
大
聖
、
妙
慧
攸
同
。
無
心
而
應
、
無
念
而
通
。
不
盡
於
有
、
不
住
於
空
。
何
思
何
慮
、
而
有
成
功
。

（
校
異
）

な
し

（
大
意
）

賛
に
言
う
こ
と
に
は
、「
あ
あ
、
大
聖
で
あ
る
こ
と
は
、
す
ぐ
れ
た
智
慧
を
持
つ
こ
と
に
ひ
と
し
い
。
無
心
の
境
地
に
し
て
応
現
、
無
我
の
境
地
に
し
て
通
力
を
そ
な
え
て

い
る
。
有
（
存
在
世
界
）
に
お
い
て
尽
き
る
こ
と
な
く
、
空
（
実
体
の
な
い
世
界
）
に
て
無
住
・
無
相
で
あ
る
。
な
ん
と
思
慮
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
よ
。
功
徳
を
成
就
す

る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
」
と
。

（
本
文
）

誠
應
篇
第
六
（
并
序
十
章
）

昔
者
宗●

景
移
星
、
魯
陽
迴
日
。
孟
宗
擢
笋
於
冰
序
、
劉
殷
拾
堇
於
霜
辰
。
𥘇
良
之
雲
、
言
未
終
而
已
合
、
景
山
之
雨
、
車
所
到
而
咸
霑
、
況
乎
無
受
無
心
、
誠
而
必
應
。

無
爲
無
得
、
感
而
遂
通
。
行
不
執
之
慈
、
深
仁
普
洽
。
導
不
知
之
慧
、
聖
賢
監
遐●

覃
、
德
無
遠
而
不
該
。
豈
唯
三
界
。
明
無
幽
而
不
察
、
何
止
十
方
。
故
以
誠
應
之
篇
、
繼

之
於
後
。

（
校
異
）

宗
（
日
イ
・
黒
）
─
宋
　
　
※
日
光
本
は
「
宋
」
の
右
横
に
「
イ
宗
」
と
あ
る
。

遐
（
改
意
）
─
監
遐

（
大
意
）

誠
応
篇
第
六
（
并
序
十
章
）

そ
の
昔
、
宋
景
は
星
を
動
か
し
、
魯
陽
は
太
陽
を
招
き
返
し
た
。
孟
宗
は
筍
を
氷
の
張
る
寒
い
季
節
に
引
っ
こ
抜
き
、
劉
殷
は
堇
（
な
ず
な
）
を
霜
の
降
り
た
朝
に
拾
っ
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た
。
𥘇
良
の
雲
は
、
言
葉
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
す
で
に
気
持
ち
が
通
じ
合
う
し
、
景
山
の
雨
は
、
車
の
至
る
と
こ
ろ
に
み
な
潤
い
を
も
て
ば
必
ず
応
現
が
あ
る
し
、

絶
対
不
変
の
聡
里
の
心
境
・
有
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
境
地
を
持
て
ば
、
感
応
が
あ
り
、
つ
い
に
そ
の
思
い
が
仏
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。
と
ら
わ
れ
の
心
を
持
た
な
い
慈
悲
の

行
を
通
じ
て
、
深
い
仁
が
広
く
行
き
渡
り
、（
さ
か
し
ら
の
）
知
を
持
た
な
い
真
実
の
心
の
は
た
ら
き
に
導
か
れ
て
、
聖
人
・
賢
人
（
の
教
え
）
は
は
る
か
遠
方
ま
で
及
ぶ
。

そ
の
徳
は
遠
く
備
わ
ら
な
い
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
三
界
の
迷
い
の
世
界
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
る
い
智
慧
の
光
は
奥
深
い
が
見
え
な
い

と
い
う
こ
と
は
な
く
、（
そ
の
程
度
は
）
ど
う
し
て
十
方
（
四
方
・
四
隅
）
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
も
っ
と
広
が
る
の
だ
）。
よ
っ
て
、
誠
応
篇
を
置
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
後
に
続
け
る
。

１　

清
虗
（
そ
の
一
）

（
本
文
）

梓
州
慧
義
寺
僧
清
虗
、
俗
姓
唐
氏
、
以
聖
曆
元
年
六
月
內
、
在
豫
州
、
正
逢
亢
旱
。
官
人
士
庶
、
祈
禱
不
穫
、
百
姓
惶
惶
、
罔
知
所
向
。
其
僧
卽
入
禪
院
佛
前
、
至
心
啟

請
、「
願
諸
佛
大
慈
、
龍
王
歡
喜
。
降
施
甘
雨
、
救
濟
蒼
生
。
弟
子
至
明
日
中
時
、
爲
龍
王
等
誦
一
百
遍
金
剛
般
若
。
願
日
中
時
、
早
降
甘
雨
。」
及
至
明
日
中
時
、
誦
經
亦

竟
、
天
卽
降
雨
、
溝
渠
泛
溢
、
原
隰
普
霑
、
潤
澤
有
餘
、
靈
驗
若
此
。

（
校
異
）

な
し

（
大
意
）

梓
州
、
慧
義
寺
の
僧
侶
で
あ
る
清
虗
の
俗
姓
（
俗
名
）
は
唐
氏
で
あ
り
、
聖
暦
元
年
（
六
九
八
年
）
六
月
の
と
き
に
豫
州
に
い
て
、
ま
さ
に
ひ
ど
い
干
ば
つ
に
遭
っ
て
い

た
。
官
人
士
庶
（
官
吏
・
武
士
・
庶
民
）
み
な
が
祈
祷
し
て
も
（
雨
水
を
）
得
る
こ
と
が
出
来
ず
、
百
姓
は
ひ
ど
く
恐
れ
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
僧
（
清
虗
）
は
す
ぐ
禅
院
に
入
り
、
仏
の
前
に
て
、
至
心
を
も
っ
て
（
ま
ご
こ
ろ
を
も
っ
て
）
こ
の
よ
う
に
乞
う
た
。「
諸
仏
に
よ
る
大
き
な
慈
悲
、
竜
王
が
歓
喜
す
る
こ

と
を
願
う
。
甘
雨
を
降
ら
せ
て
下
さ
り
、
蒼
生
（
人
々
）
を
救
済
し
て
下
さ
れ
た
い
。
弟
子
（
清
虗
）
は
あ
し
た
の
昼
時
ま
で
に
、
竜
王
さ
ま
な
ど
の
た
め
に
『
金
剛
般
若

経
』
を
百
ぺ
ん
お
読
み
す
る
。
日
中
の
時
に
は
す
で
に
甘
雨
を
降
ら
し
て
い
る
こ
と
を
願
う
。」
翌
日
の
お
昼
時
ま
で
か
か
り
、
読
経
も
終
わ
る
と
、
天
か
ら
す
ぐ
さ
ま
雨
が

降
り
、
溝
渠
（
水
路
）
が
氾
濫
し
、
平
原
や
低
く
湿
っ
た
場
所
す
べ
て
が
濡
れ
て
、
潤
い
が
あ
り
あ
ま
っ
た
。
霊
験
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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２　

清
虗
（
そ
の
二
）

（
本
文
）

聖
曆
二
年
五
月
內
、
清
虗
在
唐
州
桐
柏
縣
常
樂
山
中
、
常
樂
寺
坐
夏
。
還
逢
天
旱
、
五
穀
焦
卷
。
土
人
打
皷
燒
山
、
以
此
祈
雨
。
求
之
歷
旬
、
逈
無
徵
應
。
遂
將
泥
水
入

寺
、
將
欲
澆
灌
諸
僧
。
其
僧
報
言
、「
檀
越
莫
汙
濕
師
僧
。
貧
道
爲
檀
越
祈
雨
、
明
日
必
足
。」
其
從
五
月
二
十
日
之
午
、
入
道
場
誦
般
若
經
、
比
至
明
日
中
時
、
天
遂
降
雨
、

須
臾
並
足
。
高
下
普
霑
。

（
校
異
）

な
し

（
大
意
）

聖
曆
二
年
（
六
九
九
年
）
五
月
の
う
ち
、
清
虗
は
唐
州
桐
柏
県
、
常
楽
山
中
の
常
楽
寺
に
て
坐
夏
（
夏
の
期
間
、
一
所
に
籠
っ
て
修
行
す
る
こ
と
）
し
て
い
た
。
ま
た
干

ば
つ
に
遭
い
、
五
穀
が
枯
れ
た
。
土
地
の
人
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
山
を
焼
き
、
そ
れ
を
も
っ
て
祈
雨
を
し
た
。
雨
を
求
め
て
数
十
日
、
予
兆
・
反
応
（
回
答
）
が
か
え

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
つ
い
に
泥
水
を
寺
に
入
れ
、（
そ
れ
を
）
諸
僧
侶
に
か
け
よ
う
と
し
た
。
そ
の
僧
（
清
虗
）
は
返
事
し
て
言
っ
た
。「
檀
越
は
僧
侶
を
汚
し
た
り
濡
ら
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
。
わ
れ
ら
が
檀
越
の
た
め
に
祈
雨
し
、
あ
し
た
は
必
ず
満
足
さ
せ
る
。」
そ
れ
（
清
虗
）
が
五
月
二
十
日
の
お
昼
（
午
の
時
刻
）
か
ら
道
場
に
入
り
『
金

剛
般
若
経
』
を
読
誦
し
、
翌
日
の
昼
時
（
中
時
）
に
及
ん
で
至
り
、
や
っ
と
天
か
ら
雨
が
降
り
、
ま
た
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
足
り
た
。
高
い
と
こ
ろ
も
低
い
と
こ
ろ
も
す
べ
て

が
濡
れ
た
。

３　

清
虗
（
そ
の
三
）

（
本
文
）

大
足
二
年
五
月
內
、
屬
亢
陽
。
奉
勑
遣
州
縣
祈
雨
、
合
京
城
師
僧
二
十
口
祈
請
、
一
滴
不
得
。
其
僧
清
虗
、
遂
向
豐
國
寺
見
復
禮
師
、
平
章
祈
雨
。
禮
遂
問
其
僧
、「
阿
師

將
何
法
祈
雨
。」
報
云
、「
將
十
一
面
觀
世
音
呪
及
金
剛
般
若
經
、
精
心
誦
念
、
以
此
祈
雨
。」
云
。「
幾
日
可
得
雨
足
。」
答
言
、「
三
日
三
夜
、
雨
必
得
足
。」
復●

禮
慍
而
言
、

「
饒
你
七
日
祈
請
。
如
其
七
日
不
雨
、
送
你
與
薛
季
昶
枷
項
。
遣
你
作
餓
死
鬼
。」
僧
聞
此
言
、
心
增
激
勵
、
報
復●

禮
曰
、「
明
日
食
時
、
雨
下
未
足
、
非
滿
三
日
、
雨
必
普

霑
。」
其
僧
卽
入
道
場
、
至
心
念
誦
。
比
至
明
日
食
時
、
雨
卽
便
降
、
可
得
四
五
寸
。
還
卽
却
晴
。
復
禮
弟
子
元
濟
、
語
清
虗
言
、「
明
日
卽
是
三
日
滿
。
今
見
十
里
無
雲
、

不
知
阿
師
將
何
爲
驗
。」
答
言
、「
不
須
愁
。
雨
三
日
內
必
足
。」
及
至
明
日
向
暮
、
天
上
猶
無
片
雲
、
清
虗
精
心
懇
發
、
恐
無
徵
効
。
重
啟
十
方
諸
大
菩
薩
、
羅
漢
、
聖
僧
、
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一
切
賢
聖
弟
子
、「
今
日
一
心
爲
法
界
蒼
生
祈
雨
。
如
今
夜
雨
若
不
足
、
弟
子
於
此
處
捨
命
。」
以
爲
蒼
生
、
遂
竭
誠
至
心
誦
金
剛
般
若
、
二
更
將
盡
、
雨
遂
滂
沱
。
比
及
天

明
、
一
尺
以
上
。
周
迴
五
百
里
內
、
甘
澤
並
足
。
威
神
之
力
、
巍
巍
如
是
。
從
此
祈
雨
、
便
向
豐
國
寺
坐
夏
。

其
年
仲
冬
季
冬
、
並
無
雨
雪
、
律
師
懷
深
、
又
遣
請
雪
。
一
心
念
誦
金
剛
般
若
、
至
于
三
日
、
還
蒙
上
天
降
雪
。
其
靈
驗
有
如
此
者
。

（
校
異
）

復
（
黒
・
日
）
─
複

（
大
意
）

大
足
二
年
（
七
〇
一
年
）
五
月
の
う
ち
は
干
ば
つ
で
あ
っ
た
。
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
、
州
県
に
祈
雨
を
さ
せ
、
合
わ
せ
て
都
の
師
僧
二
十
人
が
祈
っ
た
が
、
一
滴
も
得
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
僧
、
清
虗
は
、
よ
っ
て
豊
国
寺
に
お
も
む
い
て
復
礼
と
い
う
師
に
会
い
、
祈
雨
に
つ
い
て
と
り
計
ら
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
復
礼
は
そ
の

僧
（
清
虗
）
に
き
い
た
。「
師
は
ど
ん
な
法
で
祈
雨
す
る
の
か
。」
返
し
て
い
う
に
は
、「『
十
一
面
観
世
音
呪
』
及
び
『
金
剛
般
若
経
』
を
心
を
込
め
て
（
入
念
に
）
読
誦
し
、

そ
れ
を
も
っ
て
祈
雨
し
ま
す
。」（
復
礼
が
）
い
う
に
は
、「
雨
（
水
）
が
足
り
る
ま
で
何
日
か
か
る
か
。」
答
え
て
言
う
に
は
、「
三
日
三
夜
な
ら
ば
、
必
ず
十
分
な
雨
（
水
）

が
得
ら
れ
る
。」
復
礼
が
恨
み
が
ま
し
く
言
う
に
は
、「
あ
な
た
に
は
七
日
間
の
期
限
を
ゆ
る
す
。
も
し
七
日
に
達
し
て
も
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
ら
、
貴
様
を
薛
季
昶
（
の
も

と
）
に
遣
り
、
首
か
せ
（
枷
項
）
を
さ
せ
る
。
貴
様
を
餓
死
鬼
（
餓
死
し
た
霊
）
に
さ
せ
て
や
る
。」
僧
（
清
虗
）
は
そ
の
こ
と
ば
を
き
き
、
心
が
一
層
激
励
さ
れ
、
復
礼
に

返
し
て
い
う
に
は
、「
明
日
、
食
時
（
午
前
八
時
ご
ろ
、
お
よ
び
そ
の
後
の
二
時
間
。
ま
た
は
午
前
八
時
前
後
の
二
時
間
）、
降
雨
が
ま
だ
足
り
な
い
が
、
三
日
未
満
（
の
う

ち
）
に
、
雨
（
水
）
が
必
ず
す
べ
て
に
お
い
て
満
た
さ
れ
ま
す
。」　

そ
の
僧
（
清
虗
）
は
す
ぐ
さ
ま
道
場
に
入
り
、
心
を
込
め
て
念
誦
し
た
。
翌
日
の
食
事
時
ま
で
待
つ
と
、
雨
が
す
ぐ
さ
ま
降
り
、
四
五
寸
を
え
ら
れ
た
。（
し
か
し
、）
す

ぐ
再
び
晴
れ
に
戻
っ
た
。
復
礼
の
弟
子
で
あ
る
元
済
が
清
虗
に
語
っ
て
言
う
に
は
、「
明
日
で
三
日
が
経
つ
。
い
ま
は
ど
こ
を
み
て
も
（
遠
く
ま
で
み
て
も
）
雲
が
な
く
、
師

は
な
に
を
も
っ
て
実
現
さ
せ
る
か
わ
か
ら
な
い
。」
答
え
て
い
う
こ
と
、「
憂
う
必
要
は
な
い
。
雨
（
水
）
は
三
日
以
内
に
必
ず
足
り
る
よ
う
に
な
る
。」
翌
日
（
明
日
）
の
夕

暮
れ
に
至
り
、
天
上
は
依
然
と
雲
が
ま
っ
た
く
な
く
、
清
虗
は
心
を
こ
め
て
懇
願
を
発
し
、
効
験
が
な
い
こ
と
を
恐
れ
、
重
ね
て
十
方
の
諸
大
菩
薩
、
羅
漢
、
聖
僧
な
ど
、

一
切
の
賢
聖
の
弟
子
に
述
べ
て
言
う
に
は
、「
本
日
、
一
心
に
法
界
・
蒼
生
（
人
民
）
に
祈
雨
し
て
い
ま
す
。
も
し
今
夜
に
至
っ
て
も
雨
（
水
）
が
足
り
な
か
っ
た
ら
、
蒼
生

（
人
々
）
の
た
め
、
弟
子
は
こ
こ
に
て
命
を
捨
て
ま
す
。」

そ
し
て
、
誠
心
誠
意
に
今
『
金
剛
般
若
経
』
を
よ
み
、
二
更
（
午
後
九
時
ま
た
は
午
後
十
時
か
ら
二
時
間
）
が
終
わ
り
そ
う
な
時
、
つ
い
に
滂
沱
の
雨
が
降
っ
た
。
明
け

方
ま
で
待
つ
と
、
一
尺
以
上
（
雨
水
が
）
あ
っ
た
。
周
囲
五
百
里
内
が
慈
雨
で
満
ち
足
り
た
。
威
神
の
力
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
（
も
）
祈
雨
し
、
豊
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国
寺
に
て
坐
夏
し
た
。
そ
の
年
の
仲
冬
の
時
期
、
雨
も
雪
も
な
く
、
律
師
が
深
く
憐
れ
み
、
ま
た
雪
を
祈
祷
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
一
心
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
念
誦
し
、

三
日
に
至
っ
て
は
、
再
び
空
よ
り
雪
を
降
ら
せ
て
く
れ
た
。
霊
験
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

４　

清
虗
（
そ
の
四
）

（
本
文
）

長
安
三
年
、
清
虗
從
悟
真
寺
坐
夏
。
訖
至
七
月
二
十
日
、
暫
入
城
中
、
向
資
聖
寺
停
。
至
八
月
一
日
、
天
降
大
雨
、
直
至
五
日
不
絕
。
米
麥
涌
貴
、
車
馬●

不
通
。
百
姓
迫

惶
、
莫
知
生
計
。
其
僧
至
五
夜
、
忘
寢
與
食
、
平
曉
嚴
持
香
鑪
、
遂
入
佛
堂
、
方
欲
啓
請
、
念
誦
般
若
、
以
止
於
雨
。
三
五
衆
僧
下
堂
來
見
、
語
其
僧
曰
、「
阿
師
欲
作
何

物
。」
報●

●云
、「
欲
念
誦
止
雨
。」
僧
等
咸
曰
、「
可
由
你
止
得
。
幾
許
漫
作
。」
其
僧
答
言
、「
此
亦
難
信
之
事
、
以
兩
貫
敵
一
貫
。
共
阿
師
倍
賭
。［
音
覩
］
一
一
限
時
、
不
勞

到
暗
。」
其
僧
等
言
、「
容
你
到
暗
得
止
、
我
請
輸
你
一
貫
。」
清
虗
報
言
、「
誦
滿
十
遍
、
且
得
雨
止
。
誦
十
五
遍
、
卽
遣
雲
高
。
至
二
十
遍
、
卽
遣
日
出
。
至
二
十
五
遍
、

四
邊
雲
散
。
至
三
十
遍
、
除
雲
總
盡
。」
僧
等
聞
出
此
言
、
卽
擎
其
僧
衣
被
將
去
。「
伊
既
出
此
矯
言
、
前
身
負
我
衆
物
遣
伊
。
故
出
此
語
。
亦
不
能
自
知
。」
其
僧
卽
入
道

場
、
誦
金
剛
般
若
。
恰
至
十
遍
、
雨
卽
得
止
。
至
十
五
遍
、
雲
高
。
至
二
十
遍
、
日
出
。
其
僧
等
見
此
稍
異
、
咸
亦
驚
駭
。
至
二
十
五
遍
、
四
面
之
雲
、
一
時
散
盡
。
僧
衆

失
聲
齊
叫
。
至
三
十
遍
、
除
雲
總
盡
。
僧
等
一
時
起
至
、
欲
縛
其
僧
。
報
云
、「
你
非
是
娑
竭
龍
王
。
晴
亦
由
你
、
雨
亦
由
你
。」
其
中
有
解
事
者
、
瞋
訶
始
休
。
嗟
乎
、
般

若
威
神
、
非
言
能
述
。
下
士
聞
道
、
必
大
笑
之
。
去
長
安
三
年
十
月
內
、
駕
幸
東●

●都
。
至
十
一
月
末
、
清
虗
向
衆
香
寺
停
。
從
十
月
直●

至●

十●
●一

月
無
雪
、
衆
香
僧
衆
、
請
清

虗
祈
雪
。
其
僧
卽
入
道
場
、
一
心
念
誦
金
剛
般
若
、
限
三
日
內
雪
足
。
誦
滿
三
日
、
天
降
大●

雪
一
日
一
夜
、
遠
近
咸
足
。
亦
般
若
之
靈
驗
也
。

（
校
異
）

馬
（
黒
・
日
）
─
□

報
云
（
黒
・
日
）
─
□
□

東
都
（
黒
・
日
）
─
□
□

直
至
十
一
（
黒
・
日
）
─
□
□
□
□

大
（
黒
・
高
・
日
）
─
□

（
大
意
）

長
安
三
年
（
七
〇
三
年
）、
清
虗
は
悟
真
寺
で
座
夏
を
始
め
た
。
七
月
二
十
日
ま
で
至
り
、
し
ば
ら
く
城
に
入
り
、
資
聖
寺
に
向
か
い
、
と
ど
ま
っ
た
。
八
月
一
日
に
至
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り
、
天
か
ら
大
雨
が
降
り
、
ず
っ
と
五
日
間
も
や
ま
な
か
っ
た
。
米
や
麦
が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
り
、
車
馬
が
通
れ
な
く
な
っ
た
。
百
姓
が
恐
れ
、
苦
し
み
困
り
、
生
計
を
ど

う
た
て
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
僧
（
清
虗
）
は
五
日
（
目
）
の
夜
に
至
り
、
寝
食
を
忘
れ
、
平
暁
の
時
に
香
炉
を
厳
か
に
持
っ
て
仏
堂
に
入
り
、
ま
さ
に
（
仏

菩
薩
な
ど
の
神
明
に
許
し
を
）
請
お
う
と
し
て
い
て
、『
金
剛
般
若
経
』
を
念
誦
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
雨
を
止
め
よ
う
と
し
た
。
何
人
か
の
僧
侶
が
お
堂
に
降
り
て
見
に
き

た
。
そ
の
僧
（
清
虗
）
に
語
っ
て
い
う
に
は
、「
師
は
な
に
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。」
答
え
て
い
う
に
は
、「
お
経
を
よ
ん
で
雨
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
。」
僧
ら
み

な
が
い
う
に
は
、「
な
に
ゆ
え
に
貴
様
が
と
め
ら
れ
る
の
か
。
無
駄
な
行
為
を
ど
れ
だ
け
す
る
の
か
。
そ
の
僧
が
答
え
て
い
う
に
は
、「
こ
れ
は
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、

二
貫
（
の
金
銭
）
を
も
っ
て
一
貫
に
対
抗
す
る
つ
も
り
だ
。
師
（
た
ち
）
の
倍
で
賭
け
よ
う
。
時
間
制
限
を
設
け
、
暗
く
な
る
ま
で
煩
わ
さ
な
い
。」

僧
ら
が
い
う
に
は
、「
貴
様
が
暗
く
な
る
ま
で
に
止
ま
せ
た
ら
、
わ
し
が
貴
様
に
一
貫
負
け
る
。」
清
虗
が
返
し
て
い
う
に
は
、「
十
遍
読
み
終
わ
る
と
、
雨
が
必
ず
止
む
。

十
五
遍
読
み
終
わ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
雲
を
高
く
さ
せ
る
。
二
十
遍
に
い
た
れ
ば
、
日
を
出
さ
せ
る
。
二
十
五
遍
に
い
た
れ
ば
、
あ
た
り
（
四
辺
）
の
雲
が
散
っ
て
い
く
。
三
十

遍
に
い
た
れ
ば
、
雲
が
取
り
除
か
れ
、
す
べ
て
が
消
え
る
。」
僧
ら
は
そ
の
こ
と
ば
を
聞
き
出
し
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
僧
（
清
虗
）
の
衣
服
を
持
っ
て
去
ろ
う
と
し
た
。「
貴
様

が
こ
の
虚
偽
の
言
葉
を
出
し
た
以
上
、
私
が
前
世
で
背
負
っ
た
諸
々
の
も
の
を
貴
様
に
遣
ろ
う
。
ゆ
え
に
こ
の
言
葉
が
出
た
。
も
は
や
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
知
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
。」
そ
の
僧
（
清
虗
）
は
す
ぐ
さ
ま
道
場
に
入
り
、『
金
剛
般
若
経
』
を
読
誦
し
た
。
ち
ょ
う
ど
十
遍
に
至
る
と
、
雨
を
す
ぐ
に
止
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

十
五
遍
に
至
り
、
雲
が
高
く
な
っ
た
。
二
十
遍
に
至
り
、
日
が
出
た
。
そ
の
僧
ら
が
こ
の
甚
だ
し
い
異
変
を
み
て
、
み
な
並
び
に
驚
愕
し
た
。
二
十
五
遍
に
至
り
、
あ
た
り

の
雲
は
一
度
に
散
り
消
え
た
。
僧
ら
は
思
わ
ず
一
斉
に
叫
ん
だ
。
三
十
遍
に
至
り
、
雲
が
取
り
除
か
れ
、
す
べ
て
が
消
え
た
。
僧
等
は
一
度
に
体
を
起
こ
し
て
駆
け
出
し
、

そ
の
僧
を
縛
ろ
う
と
し
た
。
報
じ
て
い
う
に
は
、「
お
前
は
娑
竭
龍
王
で
は
あ
る
ま
い
か
。
晴
れ
も
お
前
次
第
、
雨
も
お
前
次
第
。」
そ
の
中
に
事
情
の
わ
か
る
も
の
が
い
て
、

憤
怒
が
初
め
て
収
ま
っ
た
。
あ
あ
、『
金
剛
般
若
経
』
の
威
力
は
、
言
葉
で
は
の
べ
ら
れ
な
い
。
分
か
ら
な
い
人
が
聞
い
た
ら
、
必
ず
笑
う
だ
ろ
う
。

さ
る
長
安
三
年
の
十
月
の
う
ち
、
皇
帝
が
東
都
に
行
幸
し
た
。
十
一
月
の
末
に
至
り
、
清
虛
は
衆
香
寺
に
迎
え
留
ま
っ
た
。
十
月
か
ら
十
一
月
に
至
る
ま
で
雪
が
な
く
、

た
く
さ
ん
の
香
を
焚
き
し
め
た
僧
た
ち
が
清
虗
を
請
う
て
祈
雨
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
僧
（
清
虛
）
は
す
ぐ
さ
ま
道
場
に
入
り
、
一
心
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
念
誦
し
、
三

日
以
内
に
雪
を
足
ら
す
よ
う
に
期
限
を
設
け
た
。（『
金
剛
般
若
経
』
を
）
読
ん
で
満
三
日
、（
天
か
ら
）
大
雪
が
一
日
一
夜
降
り
、
遠
い
と
こ
ろ
で
も
近
い
と
こ
ろ
で
も
す
べ

て
足
り
た
。
や
は
り
『
金
剛
般
若
経
』
の
霊
験
た
る
ゆ
え
で
あ
る
。

５　

清
虗
（
そ
の
五
）

（
本
文
）

長
安
四
年
十
一
月
內
、
本
平
公
主●

奏
清
虗
。
爲
大
聖
天
后
患
風
、
入
內
念
誦
二
七
日
。
勑
問
。「
阿
師
是
住
寺
僧
。
爲
客
僧
。」
遂
對
云
、「
是
住
寺
僧
。」
公
主
及
宮
人
語

其
僧
言
、「
阿
師
誑
勑
。
大
合
有
罪
。
且
放
阿
師
出
去
。」
其
僧
自
恨
薄
業
、
悞
對
聖
人
、
卽
入
道
場
、
乞
一
境
界
、
唯
誦
金
剛
般
若
經
、
一
日
一
夜
、
夢
見
兩
僧
向
衆
香
寺
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禪
院
、
問
主
人
曰
、「
清
虗
師
身
名
不
知
立
未
、
祠
部
僧
籍
安
名
以
否
。」
主
人
報
言
、「
欲
似
尚
未
。」
其
僧
語
清
虗
曰
、「
日
西
爲
阿
師
安
名
。」
及
至
神
龍
三
年
十
月
內
、

駕
幸
長
安
。
十
二
月
並
無
雨
雪
、
齊
州
三
藏
及
陽
俊
闍
棃
、
奏
其
僧
入
內
、
念
誦
經
二
七
日
。
應
天●

皇
帝
、
卽
遣
清
虗
、
任
選
寺
而
住
。
所
云
日
西
者
、
葢
屬
聖
上
西
歸
也
。

般
若
神
力
、
無
願
不
果
。

（
校
異
）

主
（
黒
・
高
・
日
）
─
□

天
（
黒
・
高
）
─
天
星

（
大
意
）

長
安
四
年
（
七
〇
四
年
）
十
一
月
の
う
ち
、
本
平
公
主
が
清
虗
（
の
祈
祷
）
を
進
言
し
た
。
大
聖
天
后
（
則
天
武
后
）
が
病
を
患
っ
た
た
め
、（
清
虗
を
）
宮
殿
に
入
ら
せ

て
（『
金
剛
般
若
経
』
を
）
十
四
日
間
念
誦
さ
せ
た
。
皇
帝
は
命
じ
て
聞
か
れ
た
。「
師
は
寺
に
常
住
し
て
い
る
僧
侶
か
。
客
と
し
て
滞
在
し
て
い
る
僧
侶
か
。」（
清
虗
が
）

つ
い
、（
そ
れ
に
）
対
し
て
答
え
て
い
う
に
は
、「
常
住
し
て
い
る
僧
侶
で
あ
る
。」
公
主
（
皇
帝
の
娘
）
及
び
宮
人
が
そ
の
僧
に
つ
い
て
語
っ
て
言
う
に
は
、「
師
は
皇
帝
の

ご
質
問
に
対
し
て
嘘
の
回
答
を
し
た
。
大
い
に
有
罪
に
あ
た
る
。
ま
さ
に
師
を
追
放
せ
よ
。」

そ
の
僧
（
清
虗
）
は
自
ら
の
不
運
・
不
遇
を
恨
み
、
聖
人
を
欺
い
た
た
め
、
す
ぐ
さ
ま
道
場
に
入
り
、
場
所
一
つ
を
乞
い
、
ひ
た
す
ら
『
金
剛
般
若
経
』
を
よ
む
こ
と
一

日
一
夜
、
夢
で
二
人
の
僧
侶
が
衆
香
寺
禅
院
に
向
か
い
、
主
人
に
問
う
て
言
う
に
は
、「
清
虗
師
は
身
分
と
名
声
が
い
ま
だ
成
就
を
知
ら
ず
、
祠
部
の
僧
籍
お
よ
び
安
名
は
あ

る
か
否
か
。」
主
人
が
報
じ
て
い
う
に
は
、「
ま
だ
の
よ
う
だ
。」
僧
侶
（
た
ち
）
が
清
虗
に
語
っ
て
言
う
に
は
、「
日
西
が
師
に
安
名
を
与
え
る
。」
神
龍
三
年
（
七
〇
七
年
）

十
月
に
至
り
、
長
安
に
皇
帝
の
駕
幸
が
あ
っ
た
。
十
二
月
に
全
く
雨
雪
が
な
く
、
斉
州
三
蔵
及
び
陽
俊
阿
闍
梨
が
、
そ
の
僧
（
清
虛
）
の
宮
殿
入
り
を
進
言
し
、
十
四
日
間

（『
金
剛
般
若
経
』
を
）
念
誦
さ
せ
た
。
応
天
皇
帝
（
中
宗
）
が
す
ぐ
さ
ま
清
虗
を
遣
わ
し
、
寺
を
選
び
住
む
こ
と
を
任
せ
た
。
そ
の
日
西
と
い
う
者
は
、
実
は
聖
上
（
天
子
・

則
天
武
后
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
般
若
の
神
力
に
果
た
せ
な
い
願
い
は
な
い
。

６　

清
虗
（
そ
の
六
）

（
本
文
）

去
神
龍
元
年
、
左
補
闕
趙
延
喜
、
奏
清
虗
入
內
祈
雨
。
入
經
三
宿
、
被
一
供
奉
僧
誑
其
僧
云●

。「
武●

城
殿
上
、
好
安
道
場
處
。」
其
僧
不
解
、
遂
卽
進
状●

、
六
僧
放
阿
師
出

外
、
祈
請
卽
出
。
向
望
春
宮
南
山
中
。
有
一●

彌
勒
閣
。
於
彼
祈
雨
。
一
入
道
場
、
雲
合
還
散
。
至
三
日
內
、
遂●

覺
疲
極
。
乃
向
㵎
底
、
取
水
洗
面
。
因
臥
眼
合
、
見
一
給
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使●
●

●

以
手
把
杖
打
其
僧
頭
。「
阿
師
故
向
此
間
。
因
何
臥
地
。
努
力
強
起●

。」
其●

僧
卽
起
、
還
向
閣
下
。
盡
心
誦
經
。
及
至
日
西
、
四
面
雲
合
。
不
逾
念
頃
、
遂
卽
大
雨
。
直
至

明
朝
、
雨
便
普
足
。

（
校
異
）

云
（
黒
・
日
）
─
□

武
（
黒
・
日
）
─
□

状
勅
語
（
黒
・
日
）
─
□
□
□

一
（
黒
・
高
・
日
）
─
□

遂
（
黒
・
高
・
日
）
─
□

使
以
手
（
黒
・
高
・
日
）
─
□
□
□

起
（
黒
・
高
）
─
□

其
（
黒
・
高
・
日
）
─
□

（
大
意
）

さ
る
神
龍
元
年
（
七
〇
五
年
）
の
こ
と
、
左
補
闕
の
趙
延
喜
が
祈
雨
の
た
め
に
清
虗
を
宮
殿
に
入
ら
せ
る
こ
と
を
進
言
し
た
。
入
っ
て
か
ら
三
晩
が
経
過
し
、
あ
る
供
奉

僧
に
そ
の
僧
（
清
虗
）
が
こ
の
よ
う
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
た
。「
武
城
の
殿
上
は
道
場
を
安
置
す
る
の
に
い
い
場
所
だ
。」
そ
の
僧
（
清
虗
）
は
（
た
ぶ
ら
か
さ
れ
こ
と
が
）
理

解
で
き
ず
、
進
状
し
て
し
ま
っ
た
。
皇
帝
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
な
ん
と
六
人
の
僧
侶
が
、
師
（
清
虗
）
が
外
に
出
て
祈
請
で
き
る
よ
う
に
し
て
、（
清
虗
は
）
出
た
。
望
春

宮
、
南
山
（
終
南
山
）
の
間
（
中
間
）
に
向
か
っ
た
。
一
軒
の
弥
勒
閣
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
祈
雨
を
行
っ
た
。
道
場
に
入
る
な
り
、
雲
の
様
子
が
ま
だ
散
っ
て
い
た
。
三
日

（
目
）
の
う
ち
に
至
り
、
突
然
、
極
度
の
疲
れ
を
覚
え
た
。
ゆ
え
に
谷
の
深
い
と
こ
ろ
に
向
か
い
、
水
を
す
く
っ
て
顔
を
洗
っ
た
。
横
に
な
っ
て
目
を
閉
じ
る
と
、
杖
を
も
っ

て
そ
の
僧
（
清
虗
）
の
頭
を
叩
い
た
。「
師
は
何
故
に
こ
の
地
に
向
か
っ
た
か
。
な
ぜ
地
べ
た
に
横
た
わ
っ
た
か
。
頑
張
っ
て
起
き
上
が
れ
。」
そ
の
僧
（
清
虗
）
は
す
ぐ
起

き
上
が
り
、
弥
勒
閣
の
も
と
に
再
び
戻
っ
た
。
心
を
尽
く
し
『
金
剛
般
若
経
』
を
読
誦
し
た
。
日
が
暮
れ
る
ま
で
に
至
り
、
突
然
四
方
か
ら
雲
が
集
ま
っ
た
。
わ
ず
か
な
時

間
も
過
ぎ
ず
に
、
な
ん
と
大
雨
に
な
っ
た
。
翌
日
の
朝
に
な
っ
た
ら
、
雨
が
十
分
と
な
っ
た
。
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７　

呂
文
展
（
そ
の
一
）

（
本
文
）

閬
州
閬
中
縣
丞
呂
文
展
、
常
誦
金
剛
般
若
、
三
萬
餘
遍
、
靈
驗
若
神
。
六
七
年
前
、
一
牙
無
故
自
落
、
至
誠
發
願
、
牙
卽
漸
漸
而
生
、
今
始
長
一
半
許
。
開
元
五
年
正
月

二
日
、
又
牙
無
故
自
落
、
依
前
發
願
、
牙
遂
更
生
。
老
而
牙
生
、
葢
亦
神
助
。

（
校
異
）

な
し

（
大
意
）

閬
州
、
閬
中
県
丞
、
呂
文
展
が
常
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
念
誦
す
る
こ
と
（
の
べ
）
三
万
回
余
り
、
ま
る
で
神
妙
な
霊
験
が
あ
っ
た
。
六
、
七
年
前
に
、
歯
が
一
本
、
訳

も
な
く
自
ら
落
ち
、
真
心
を
こ
め
て
発
願
し
た
と
こ
ろ
、
歯
が
徐
々
に
生
え
て
き
て
、
今
は
（
生
え
）
始
め
て
か
ら
（
も
と
の
）
半
分
ば
か
り
あ
っ
た
。
開
元
年
五
年
（
七
一
七

年
）
正
月
二
日
、
ま
た
歯
が
訳
も
な
く
自
ら
落
ち
、
前
と
同
じ
く
発
願
し
た
と
こ
ろ
、
歯
が
再
び
生
え
た
。
老
い
て
か
ら
歯
が
生
え
る
と
は
、
実
に
神
の
助
け
で
あ
っ
た
。

８　

呂
文
展
（
そ
の
二
）

（
本
文
）

去
開
元
三
年
、
盛
夏
亢
旱
、
草
木
燋
黃
。
刺
史
劉
瑗
、
令
其
精
心
誦
金
剛
般
若
經
一
遍
。
未
終
、
流
澤
滂
霑
、
遠
近
皆
足
、
年
糓
以
登
。
其
年
春
季
、
䨬
雨
妨
損
蚕
麥
、

別
駕
韋
岳
子
、
亦
令
文
展
誦
經
、
應
時
晴
朗
也
。

（
校
異
）

な
し

（
大
意
）

さ
る
開
元
三
年
（
七
一
五
年
）、
盛
夏
で
ひ
ど
い
干
ば
つ
で
あ
り
、
草
木
が
黄
色
く
焦
げ
た
。
剌
史
劉
瑗
が
彼
（
呂
文
展
）
に
心
を
こ
め
て
『
金
剛
般
若
経
』
を
一
遍
よ
ま

せ
た
。
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
流
れ
て
い
る
所
や
溜
ま
っ
て
い
る
所
な
ど
に
水
が
溢
れ
出
し
て
濡
ら
し
、
遠
近
問
わ
ず
充
分
に
な
り
、
毎
年
収
穫
す
る
穀
物
が
豊
作
だ
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っ
た
。
そ
の
年
の
春
季
、
大
雨
の
せ
い
で
蚕
と
麦
の
収
穫
が
妨
げ
ら
れ
て
損
を
出
し
た
が
、
別
駕
の
韋
岳
子
が
呂
文
展
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
読
ま
せ
る
と
、（
天
気
が
）
す

ぐ
さ
ま
晴
朗
に
な
っ
た
。

９　

呂
文
展
（
そ
の
三
）

（
本
文
）

開
元
四
年
七
月
、
當
州
亢
旱
、
降
長
史
劉
孝
忠
、
又
令
祈
雨
。
從
午
時
至
申
、
細
雨
微
降
。
及
至
初
夜
、
天
遂
晴
朗
。
卽
於
庭
前
、
至
心
發
願
、
念
誦
般
若
、
一
遍●

未
終
、

雨
遂
普
霑
。
高
下
俱
足
。

（
校
異
）

遍
（
黒
・
高
・
日
）
─
□

（
大
意
）

開
元
四
年
（
七
一
六
年
）
七
月
、
当
州
で
は
、
ひ
ど
い
干
ば
つ
が
起
き
、
長
史
劉
孝
忠
が
ま
た
彼
（
呂
文
展
）
に
祈
雨
を
命
じ
た
。
正
午
か
ら
申
の
刻
（
午
後
三
時
か
ら

五
時
頃
）
ま
で
、
細
雨
が
少
し
降
っ
て
い
た
。
初
夜
（
＝
初
更
。
午
後
七
時
か
ら
九
時
頃
）
に
至
り
、
天
気
が
つ
い
に
晴
朗
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に
庭
前
で
、
心
を
込
め
て
発

願
し
、『
金
剛
般
若
経
』
を
念
誦
し
、
未
だ
一
通
り
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
広
域
に
（
雨
が
）
降
っ
た
。
高
い
と
こ
ろ
も
低
い
と
こ
と
も
み
な
十
分
と
な
っ
た
。

10　

呂
文
展
（
そ
の
四
）

（
本
文
）

開
元
五
年
正
月
二
十
五●

日
、
屬
以
陰
雨
。
刺
史
劉
瑗
、
以
明
日
既
是
甲
子
、
若
雨
不
晴●

、
卽●

恐
經
時●

亢
旱
、
遂
令
文
展
念
誦
般
若
、
至
心
祈
晴
。
啓
請●

誦●

經
、
應
時
雨
霽
、

至
甲
子
日
、
天
甚
晴
朗
。
般
若
之
力
、
其
應
若
神●

。

（
校
異
）

五
（
黒
・
日
）
─
□

晴
（
黒
・
日
）
─
□
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卽
（
黒
・
日
）
─
□

時
（
黒
・
日
・
高
）
─
寺

請
誦
（
黒
・
日
・
高
）
─
□
□

神
（
黒
・
日
）
─
□

（
大
意
）

開
元
五
年
（
七
一
七
年
）
正
月
二
十
五
日
、
最
近
し
と
し
と
と
雨
が
降
り
続
く
。
剌
史
の
劉
瑗
は
、
明
日
が
す
で
に
甲
子
の
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
し
雨
が
晴
れ
な
け

れ
ば
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
ひ
ど
い
干
ば
つ
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
つ
い
に
文
展
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
念
じ
読
誦
さ
せ
、（
文
展
は
）
心
か
ら
晴
れ
る
こ
と
を
祈
っ
た
。

謹
ん
で
（『
金
剛
般
若
経
』
を
）
読
誦
し
て
い
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
雨
が
や
ん
で
き
て
、
甲
子
の
日
に
な
っ
て
、
天
は
と
て
も
晴
朗
で
あ
っ
た
。
般
若
の
力
、
そ
の
応

験
は
神
意
の
よ
う
で
あ
る
。

（
本
文
）

贊
曰
、
道
無●

一
法
、
迹
有
三
身
。
其
化
逾
遠
、
其
德
彌
真
。
忘
心
而
聖
、
不
念
而
神
。
惟
誠
惟
懇
、
應
感
斯
臻
。

金
剛
般
若
經
集
驗
記
卷
下
終

（
校
異
）

無
（
黒
・
日
）
─
元

（
大
意
）

賛
に
曰
く
、「
悟
り
へ
の
道
に
は
一
つ
の
方
法
だ
け
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
悟
り
に
至
る
あ
ゆ
み
に
は
三
身
（
法
身
・
報
身
・
応
身
）
の
よ
う
な
三
つ
の
あ
り
よ
う
が
あ

る
。
そ
の
（
仏
の
教
え
の
）
教
化
は
は
る
か
か
な
た
ま
で
広
ま
り
、
そ
の
徳
は
い
よ
い
よ
真
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
心
を
忘
れ
た
と
し
て
も
り
っ
ぱ
な
聖
人
で

あ
り
、
心
の
中
で
思
う
こ
と
が
な
く
て
も
神
々
に
等
し
い
。
こ
れ
こ
そ
真
実
に
し
て
真
心
で
あ
り
、
感
応
の
究
極
の
姿
で
あ
る
」
と
。

金
剛
般
若
経
集
験
記
巻
下
　
終
わ
り




